
１　総合計画の加速化に向けた未来への投資

（１）県民幸福度向上 単位：千円

事　業　名 金額 説　　明

高校生リバースメンター

戦略企画課

（新規）
富岡製糸場を中核とした文
化観光拠点計画

文化振興課

（新規）
子どもの居場所支援臨時特
例事業費補助

私学・子育て支援課

（新規）
保育所等感染症対策事業費
補助

私学・子育て支援課

ヤングケアラー支援強化

児童福祉・青少年課

水源林等整備推進
（単独公共事業）

林政課

（新規）
クリエイティブシティ推進

都市整備課

3,000

○ヤングケアラーに関する認知度向上等を目的として、寄附金を
活用し、普及啓発活動や研修体制整備等を実施。
　・普及啓発　　2,650千円（普及啓発事業の企画提案募集）
　・研修体制整備　350千円（研修用機材購入等）

31,000

〇都市が抱える交通サービスの諸課題を解決するため、MaaSなど
の新たなモビリティサービスに対応した走行空間や沿道、街並み
を含めた一体的な構想デザインを策定。
　・対象区間：前橋駅～県庁

10,000
○災害防止・水源保全等、森林の多面的機能の維持・回復を促進
するため、寄附金を活用し、県有林の間伐等森林整備を実施。
　・現計予算 40,000千円（15ha）→ 補正後 50,000千円（20ha）

9,561

○国から認定を受けた文化観光拠点計画（R4～R8の５か年計画）
に基づき、世界遺産の構成資産の展示強化や周遊促進等に関する
事業を実施。
　①国宝「西置繭所」企画展　　　　　  2,400千円
　②富岡製糸場以外の３資産の動画制作　7,161千円

令和５年度９月補正予算　主要事業

5,000

○知事のリバースメンターとして任命した高校生（10名）からの
政策提言等について、実現可能なものから事業化。

　・提言実現化費用　5,000千円（5提言×1,000千円）

※高校生リバースメンターとは…
　若者の感覚や価値観を県政に取り入れるため、知事からの相談
に対し、高校生ならではの斬新な発想をもとに助言提言を行うも
の。

9,322

○家庭や学校に居場所がない学齢期以降の子どもに対して、居場
所の提供や学習の支援等を包括的に行う市町村に対し、補助を実
施。
　・子どもの居場所（みなかみ町、１施設）　9,322千円
　・補助率　国1／2、県1／4、市町村1／4

71,174

○保育所等において感染症の拡大防止及び保護者の負担軽減、保
育士の業務削減を図るため、使用済みおむつの保管用ゴミ箱の購
入に要する経費を補助。
　・保育所等（225園）　71,174千円
　・補助率　国・県・市町村　各1／3



事　業　名 金額 説　　明

(新規)
県立学校ICT環境整備(ネッ
トワークシンプル化による
教職員多忙化解消)

（教）総務課
管理課

高校教育課

（新規）
ぐんま昆虫の森整備基金積
立

生涯学習課

（新規）
昆虫観察館等維持整備

生涯学習課

銃器使用事案対策用資機材
（防弾ヘルメット）の整備

装備施設課

（新規）
新規産業団地整備
Ｍ地区（北毛）

団地課

（２）新群馬の創造

事　業　名 金額 説　　明

県庁７階危機管理センター
整備（実施設計）

危機管理課

（新規）
赤城山景観ガイドライン策
定

自然環境課

1,282,000
○企業誘致の受け皿である新規産業団地の早期整備を推進。
　・区域面積：約19ha
  ・用地買収費：1,282,000千円

20,936
○ぐんま昆虫の森整備基金を活用し、蝶の幼虫の餌となる熱帯性
植物等の育成を行う、食草・育成温室暖房改修工事を実施。
　・改修工事等　20,936千円

33,264

○５月に長野県中野市で発生した猟銃使用による殺人・人質立て
こもり事件を踏まえ、パトカー、交番及び駐在所で勤務する地域
警察官の安全確保を図るため、防弾ヘルメットの拡充整備を実
施。

3,300

〇赤城山の景観の保全と魅力の向上を図るため、県・市・地元住
民・専門家で構成する「(仮称)赤城山デザイン協議会」を設置
し、景観と土地利用の考え方の指針である景観ガイドラインを策
定。
　・ガイドライン策定業務委託　11,000千円 （R5～R6年度）

22,509

○1人1台端末の管理に係る教職員の負担を軽減するため、県立学
校のWi-Fi接続に係る認証方法を変更し、セキュリティに配慮しつ
つ、使いやすさも重視した設定となるように改修。

　・ネットワーク改修に伴う追加経費総額　37,194千円
　　・開発経費　　　　　 22,509千円
　　・追加の運用経費　　 14,685千円
　　　（債務負担行為　Ｒ６～Ｒ７）

58,191
○故・矢島稔ぐんま昆虫の森名誉園長からの遺贈金を基金化し、
ぐんま昆虫の森における昆虫観察館又はその附帯設備の計画的な
整備に活用。

15,125

○県庁７階危機管理センター本部室の拡張及び職員の宿直環境の
改善を図るため、基本計画に基づき実施設計を作成。

＜整備概要＞
　・危機管理センター本部室の拡張
　・女性職員の宿直対応に向けた宿直環境の改善
　　（男女別の宿直室設置、女性専用シャワー設備の設置）
　・危機管理センターと同一フロアにシャワー室を設置

（団地造成事業会計）

債務負担行為

〔7,700〕

債務負担行為

〔14,685〕



事　業　名 金額 説　　明

上信越高原国立公園施設整
備

自然環境課

（新規）
良質堆肥流通促進モデル

畜産課

（新規）
デジタルクリエイティブ人
材育成

eスポーツ・クリエイティブ
推進課

（新規）
利根川新橋（赤岩）の事業
化に向けた測量調査
（単独公共事業）

道路整備課

（新規）
デジタル新技術を活用した
橋りょう床版の劣化調査
（単独公共事業）

道路整備課

通学路の除草、河川伐木除
草
（単独公共事業）

道路管理課・河川課

43,000

○利根川新橋の整備に向け、渡河部及びアクセス道路部の測量及
び地質調査業務に着手。
　・渡河部測量及び地質調査　28,000千円
　　（群馬県負担14,000千円、埼玉県負担14,000千円）
　・アクセス道路部測量調査　15,000千円

3,140

○肥料価格高騰対策として、家畜ふん堆肥の安全性を確認した上
で、有機質肥料として有効活用するモデル農家・営農集団等に対
し、経費を補助。

(1)堆肥分析支援 　　　　3,000千円
　・分析機関への委託経費（60農家分）
(2)堆肥広域流通支援　　　　70千円
　・対象者：畜産農家
　・補助額：運搬経費7千円（定額）×10回
(3)堆肥散布作業受託支援　　70千円
　・対象者：営農集団等
　・補助額：散布経費3.5千円（定額）×20回

20,000

〇令和4年度2月補正予算で措置した草津ビジターセンター撤去工
事について、人件費や資材高騰による入札不調等をふまえ工事費
を増額。
　・草津ビジターセンター撤去工事　＋20,000千円
　　　　　　　　　　 （70,000千円→90,000千円）

97,000

○県内橋りょうで発生した床版抜け落ち事故を受け、同設計基準
で建設された橋りょうの床版について、デジタル新技術を活用し
効率的に劣化状況調査を実施。
・調査内容（対象：280橋）
　・電磁波法を用いた床版調査
　・調査画像のデジタルデータ化
　・劣化程度判定

40,000

○本県のデジタルクリエイティブ人材育成のレベルアップを図る
ため、国際的に評価の高いアルメニアのＴＵＭＯセンターの人材
育成プログラムの導入に向けた基本構想策定等を実施。
　・基本構想費　　　　　 35,000千円
　・導入に係る契約関係費　5,000千円

100,000

○緊急の安全対策として、通学路の除草、重要水防箇所の河川伐
木除草を追加で実施。

　・通学児童の安全確保のための通学路の除草　　　50,000千円
　・重要水防箇所の河川伐木除草　　　　　　　　　50,000千円



事　業　名 金額 説　　明

補助公共事業

県土整備部

交通安全施設整備

交通規制課

２　物価高騰対策

事　業　名 金額 説　　明

（新規）
製糸工場光熱費高騰対策支
援

蚕糸園芸課

酪農経営緊急対策支援

畜産課

３　財政調整基金積立

事　業　名 金額 説　　明

財政調整基金積立

財政課

50,000

○早急に対応すべき摩耗した横断歩道・一時停止線・黄色セン
ターラインの塗り替えのための予算を増額。
　横断歩道　　　　　　40,000千円（125箇所）
　一時停止線　　　　   5,000千円（90箇所）
　黄色センターライン　 5,000千円（4.6ｋｍ）

24,447,550

○R4年度決算剰余金　30,708,725千円のうち、
　①コロナウイルス関連国庫返還予定額　   18,186,374千円
　②決算剰余金から上記①を除いた額の1/2 　6,261,176千円
　を財政調整基金に積み立て。
　（9月補正後残高　511億円）

292,388

○輸入飼料の価格高騰等の影響を受けている酪農家に対する緊急
対策として、R5.8月～R6.3月までの粗飼料価格高騰分の1/2相当額
を補助。
　
　・対象者：県内の酪農家
　・補助額：１頭あたり12,810円

10,145

○光熱費の高騰により厳しい経営状況にある製糸工場に対し、光
熱費高騰分と高圧受電設備更新（省エネ化）にかかる経費を補
助。

(1)光熱費高騰分支援　　　4,668千円
　・補助対象：Ｒ３年度実績と比較したＲ５年度実績の光熱
　　　　　　　費高騰分
　・補 助 率：1/2
(2)電気設備省エネ化支援　5,477千円
　・補助対象：省エネ化に資する高圧受電設備の更新
　・補 助 率：1/2

6,540,967

○県土整備プランの政策を着実に推進するため、公共事業費を増
額。
※国庫事業の内定に伴う増額

　・災害レジリエンスＮｏ.１の実現　　　　1,163,923千円
　・持続可能で効率的なメンテナンス　   　1,097,221千円
　・多様な移動手段の確保　　　　　　 　　4,141,773千円
　・その他　　　　　　　　　　　　　 　　  138,050千円


